
平成２３年度

第１回 天草地域自立支援協議会資料

日時：平成２３年７月２０日（水） 午後２時から

会場：天草市民センター ２階大会議室



自立支援協議会の目的

１設置の背景

障害者自立支援法（以下「法」という。）は、障害のある人が普通に暮らせる地域作りを目

指し、平成１８年４月に施行され、法の目的として、以下図１の内容が定められています。

この法は、障害者の地域生活への移行を目指しており、そのためには、障害者のニーズに

合わせて複数のサービスを適切に結びつけて調整することや社会資源の改善、開発等を行う

相談支援事業の充実が不可欠であり、その中核的役割を担うのが自立支援協議会です。

２相談支援の理念

法の目的である障害者の地域生活を支援するためには、障害者等の多様なニーズにきめ細

かく対応することが必要になりますし、相談支援事業を軸としながら地域の支援体制を構築

し、障害者等からの相談に応じ、それぞれの問題について必要な情報の提供や助言を行い、

必要な障害福祉サービス等につなげていくことが必要となります。このことの積み重ねが、

障害のある人の個人の尊厳と社会、経済、文化活動への参加の機会の保障へとつながってい

くと考えます。

３相談支援の体制

相談支援事業は、市町村が実施主体として、その責務を負うことになります。しかし、市

町村の職員のみで相談支援を提供することは困難であることから、専門性や継続性を確保す

る観点から指定相談支援事業者に委託して、サービスの適切な利用を支える相談支援事業を

効果的に実施するため、事業者、雇用、教育、医療等の関連する分野の関係者からなる地域

自立支援協議会による連携を強化してネットワークの質を高めて行くことが重要であると

考えています。
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【図１】

障害者自立支援法の目指すもの
（障害者自立支援法（平成１７年法律第１２３号）（抄））

○ 障害者自立支援法は、ノーマライゼーションの理念に基づき、

障害のある人が普通に暮らせる地域づくりを目指し、平成１８年４月に施行された。

○ 共生社会の実現をより確かなものとするためには、

子どもの頃から、障害の有無にかかわらず、共に遊び・学び・暮らす環境を整備し

ていくことが重要。

（目的）

第一条 この法律は、身体障害者福祉法、知的障害者福祉法、精神保健及び精神障害者福祉に

関する法律、児童福祉法その他障害者及び障害児の福祉に関する法律と相まって、障害者及

び障害児その有する能力及び適性に応じ、自立した日常生活又は社会生活を営むことができ

るよう、必要な障害福祉サービスに係る給付その他の支援を行い、もって障害者及び障害児

の福祉の増進を図るとともに、障害の有無にかかわらず国民が相互に人格と個性を尊重し安

心して暮らすことのできる地域社会の実現に寄与することを目的とする。

障害の地域生活を支援するため、複数のサービスを適切に結びつけて調整するととも

に、社会資源の改善及び開発を行う相談支援事業の充実が不可欠であり、その中核

的な役割をなす自立支援協議会を強化する必要がある。



専門部会

・専門分野における継続的な調査検討、
研究、連絡調整、課題別検討会等議論
を深める。

※ 必要に応じて専門部会を追加、分化、統合
していく。

障害のある人が普通に暮らせる地域づくりを目指す

報 告

全体会議 ・地域関係者に対する普及啓発、地域関係者との課題

市町・県等へ提案

定 例 会

運営会議 ・協議会全体の方向性や日程等
について核となるメンバーで
協議、定例会の準備等。

課題等

報告・提案

提 案

集約
報告 児童部会 就労部会

地域生活部会

天草地域自立支援協議会

支援上の

していく。
※ また、必要に応じてメンバーの追加や入れ

替えも随時行う。

関係者

Bさん

・相談支援事業者の報告を中心とした地域の現
状・課題等について、地域の関係者で定期的に
情報を共有する。（報告会）

報告・提案 報告・支援

関係者

Fさん

個別支援会議等

※相談支援事業者が入っていない
場合もある

相

関係者

Aさん

凡例 利用者 相 相談支援事業者 関係者サービス事業者等ケース会議

・個人の課題を解決するため、個別支援計画、支援
体制の役割分担を調整・地域課題の確認

相

Cさん

※ケース会議を行っていない
場合もある

相

関係者

Eさん

相

Gさん

関係者

Hさん

関係者

関係者

Dさん 関係者
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（１）天草地域自立支援協議会活動状況報告

平成２２年度

●自立支援協議会（全体会）１回

H22.8.4 ・天草地域自立支援協議会の活動経過報告について

・天草地域自立支援協議会規約の改正について

・その他意見交換

●運営会議（１８回）

H22.4.16 各専門部会の今後の進め方について、スケジュールについて

H22.4.27 （地域生活）今後の取り組み（居住の問題・移動の問題）について

H22.5.26 （地域生活）担当者会議の個別ケースについて、不動産業者アンケートについて

専門部会の開催について（移動問題）

H22.5.28 担当者会議の個別ケースの対応について、全体会の日程等について、年間計画について

各部の報告について

H22.6.10 （就労）Ｈ２２年度就労部会について、今後のスケジュールについて

H22.6.29 全体会の内容について、各部の報告

H22.7.26 全体会について

H22.8.19 全体会の結果について、定例会について、県事業について

H22.8.26 （地域生活）不動産アンケート集計結果について、専門部会（移動問題）について

H22.9.24 第3回定例会（発達障害）について、第１，２回の返しについて

H22.10.8 （地域生活）第2回地域生活部会について、居住の問題について

H22.11.10 第3,4回定例会の結果について、各部会の報告、今後のスケジュールについて

H22.12.1 （地域生活）居住サポート事業について

H22.12.22 居住サポート事業について、定例会について

H23.1.12 第5回定例会について

H23.2.15 第5回定例会の結果について、今後のスケジュールについて

H23.2.24 （地域生活）居住サポート事業について、今後のスケジュールについて

H23.3.7 ホームページの検討について、今後のスケジュールについて

●専門部会（２０回）

H22.4.16 児童部会（天草地域移行支援ネットワーク会議、上天草市）

H22.5.17 児童部会（天草地域移行支援ネットワーク会議、苓北町）

H22.6.9 児童部会（天草地域移行支援ネットワーク会議、天草市中央）

H22.6.14 児童部会（天草地域移行支援ネットワーク会議、天草市東部）

H22.6.18 地域生活部会（障がい者の移動について（現状）、意見交換・検討）

H22.7.1 児童部会（天草地域移行支援ネットワーク会議、上天草市）

H22.7.8 就労部会（平成21年度就労部会報告、今年度の取り組みについて、グループワーク）

H22.8.5 児童部会（天草地域移行支援ネットワーク会議、天草市西部）

H22.8.23 児童部会（天草地域移行支援ネットワーク会議、天草市東部）

H22.8.27 就労部会（企業へのアンケート調査について）

H22.8.31 児童部会（天草地域移行支援ネットワーク会議、天草市中央）

H22.10.4 就労部会（アンケート調査票の確認について）

H22.10.13 地域生活部会（通所事業所利用者通所手段調査について）
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H22.10.25 就労部会（アンケート調査票の配布件数について）

H22.11.25 児童部会（発達障害支援部会、連携体制の検討）

H22.12.6 児童部会（天草地域移行支援ネットワーク会議、天草市中央）

H22.12.14 児童部会（天草地域移行支援ネットワーク会議、天草市東部）

H23.1.4 児童部会（保小連携、プロフィールシートの見直しについて）

H23.3.11 就労部会（アンケート調査集計結果について、平成23年度の取組みについて）

H23.3.16 児童部会（発達障害支援部会、強度行動障害の自閉症児の養護学校とサービス事業所

の情報共有、連携体制の協議）

●販売促進会議（８回）

H22.4.13 天草市役所販売会について、合同販売会について

H22.5.7 合同販売会（22.4.24～25）の反省、花しょうぶ祭り大バザーについて

H22.7.13 花しょうぶ祭り大バザールの反省、市役所販売会について

H22.12.8 工賃アップ推進事業・圏域別展示・商談会（天草圏域）について

H23.1.13 工賃アップ推進事業・圏域別展示・商談会（天草圏域）について

H23.1.27 工賃アップ推進事業・圏域別展示・商談会（天草圏域）について

H23.2.28 天草地域障がい者施設製品展示・商談会の反省について、今後の取組みについて

H23.3.23 平成23年度市役所販売会・その他の取組みについて

●定例会（担当者会議）（７回）

H22.5.12 関係機関担当者会議について、個別ケースについて（居宅介護事業所２事業所）

H22.5.19 関係機関担当者会議について、個別ケースについて（居宅介護事業所２事業所）

H22.9.6 第１回定例会、個別のケースについて（就労継続支援B型、授産施設４事業所）

H22.9.6 第２回定例会、個別のケースについて（就労継続支援B型事業所５事業所）

H22.10.26 第３回定例会、個別のケースについて（発達障害の支援 ６事業所）

H22.10.26 第４回定例会、個別のケースについて（発達障害の支援 ６事業所）

H23.1.21 第５回定例会、協議会及び専門部会の活動報告について（４６機関）
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平成２３年度

●運営会議（６回）

H23.4.6 ホームページの検討について、今後のスケジュールについて

H23.4.18 （地域生活）居住サポート事業について

H23.5.10 各部報告、今後の取組みについて

H23.6.3 （就労）障がい者雇用説明会について

H23.6.7 第１回定例会、全体会について

H23.7.11 第１回定例会の結果について、全体会について

●専門部会（４回）

H23.4.6 児童部会（天草地域移行支援ネットワーク会議、上天草市）

H23.4.28 就労部会（平成２３年度の取組みについて）

H23.5.24 就労部会（平成２３年度の取組み、障がい者雇用説明会について）

H23.6.30 就労部会（障がい者雇用説明会について）

●販売促進会議（１回）

H23.6.16 障がい者雇用説明会時の展示販売について

●定例会（４回）

H23.6.15 第１回定例会、個別のケースについて（グループホーム・ケアホーム事業所１４事業所）

H23.7.13 第２回定例会、個別のケースについて（天草市西部の居宅介護事業所 事業所）

H23.7.14 第３回定例会、個別のケースについて（天草市、苓北町内の事業所 事業所）

H23.7.15 第４回定例会、個別のケースについて（上天草市内の事業所 事業所）

●その他の事業

H23.7.7 第１回障がい者雇用説明会（就労部会）
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定例会の報告事例等

●平成２２年度第１回担当者会議（居宅介護事業所）（Ｈ２２．５．１２）

１．報告機関： 社協有明支所

内 容： 利用者（４０歳代女性）の支援について（他のサービス利用等）

２．報告機関： 社協新和支所

内 容： 利用者（知的、５０歳代女性）の支援について（社会生活の拡大）

●平成２２年度第２回担当者会議（居宅介護事業所）（Ｈ２２．５．１９）

１．報告機関： 社協牛深支所

内 容： 利用者（筋ジス、３０歳男性）の支援について（関係機関との連携）

２．報告機関： 天の附

内 容： 利用者（視覚障がい、７０歳代男性）の支援について

●平成２２年度第１回定例会（就労継続支援B型、授産施設）（Ｈ２２．９．６）

１．報告機関： 天草更生園

内 容： 利用者（養護学校卒業生）の支援について

施設から地域へといわれるが、住宅の確保が重要（バリアフリーの住宅の整備）

２．報告機関： 苓南寮

内 容： 利用者の高齢化・重症化が進んでいる（作業効率の低下）

３．報告機関： やじろべえ

内 容： 利用者の支援について（能力にバラつきがある）

養護学校卒業、２０歳（障害者年金受給）になるまでの２年間の生活基盤について

４．報告機関： 第二苓山寮

内 容： 利用者の工賃確保について

その他の意見

通所の問題、バスの便数が少ない。乗り継ぎの問題

収益が上がる作業の開拓、公共施設の清掃作業などの委託など

●平成２２年度第２回定例会（就労継続支援B型事業所）（Ｈ２２．９．６）

１．報告機関： 天草ポランの広場

内 容： 利用者の確保について（８割は精神障がい者）

新規の利用者には、アルコール依存症や薬物中毒など問題を抱えた人が多い

２．報告機関： みゃおみゃおベーカリー

内 容： 利用者の家庭環境・保護者に問題がある場合、事業所での支援の限界を感じる。

パニック時に対応が難しい子がいる。大人になってから支援が難しいケースが出

てくると考える。

３．報告機関： ぴゅあ

内 容： 利用者の確保について（遠方の利用希望者）

グループホームや送迎の有無を聞かれる。

４．報告機関： かしの木学園

内 容： 利用者の工賃確保について（製品の販路拡大）

保護者の高齢化の問題

その他の意見

・グループホームは消防法や建築基準法などクリアしないといけないことが多く開業時の費
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用が掛かる場合がある。

・印刷、クリーニング業者で障がい者を雇用してA型事業をするといいのでは。

・利用者の休日、夜間の対応はどうしているか？

まったく無いわけではない（対応している）トラブルがあるのは、軽度（知的）の方が多い。

●平成２２年度第３回定例会（発達障害支援）（Ｈ２２．１０．２６）

１．報告機関： 天草障がい者就業・生活支援センター

内 容： 利用者（軽度知的、２０歳代男性）の生活支援（金銭管理等）

本人（発達障害疑い、１０歳代男性）の親からの相談（引きこもり）

本人（発達障害疑い、２０歳代女性）、就職後の職場不適応による相談

２．報告機関： ステップバイステップ

内 容： 利用者（自閉症、２０歳代女性）の将来に向けての生活の場の確保（地域での

暮らし）体制づくり

３．報告機関： 地域生活支援センターグリーン

内 容： 本人（アスペルガー症候群、３０歳男性）未診断であったので、福祉サービスの

利用ができない。天草地域で成人の発達診断ができる医療機関が無い

●平成２２年度第４回定例会（発達障害支援）（Ｈ２２．１０．２６）

１．報告機関： 星光園

内 容： 利用者（知的、１０歳代）の支援について（コミュニケーションの取り方等）

２．報告機関： 南海寮

内 容： 利用者（自閉症、２０歳代男性入所者）の支援について

３．報告機関： ステップバイステップ

内 容： 利用者（自閉症、１５歳男性移動支援・日中一時支援）の支援について（2次障

害強度行動障害）、学校卒業後の受け入れ先等

利用者（自閉症、１７歳男性移動支援・日中一時支援）の支援について（強いパ

ニック、自傷行為）、学校卒業後の受け入れ先等

利用者（自閉症、知的、１３歳女性児童デイサービス）の支援について（２次的

障害の重篤化を防ぐ）、落ち着いた支援体制を整えた受け入れ先等

●平成２２年度第５回定例会（全関係機関）（Ｈ２３．１．２１）

１．天草地域自立支援協議会の活動状況について

２．各専門部会の取組みについて

３．その他意見交換

自立支援法の中に発達障がい者を入れ込むということが決まったが、相談体制

をどうするか？

３障がいを一体化した基幹的相談支援センターの設置について、協議会でも法

の動きをみて進めて行くべきである。
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●平成２３年度第１回定例会（グループホーム・ケアホーム）（Ｈ２３．６．１５）

１．報告機関： やじろべえ

内 容： 利用者の外出・外泊の許可等についてどうされているか？

県の事業所指導で外泊の許可書等について取っているかとの指摘を受ける。

・ほとんどの事業所で、外出についてはフリーにしており、外泊時は世話人に連

絡（行き先等）を取らせている。

２．報告機関： やじろべえ

内 容： 通院について、自分で行ける人は自分で行っているが、いけない人は送迎して

いる。利用者間で不公平が生じているようで、他ではどうされているか？

・定期の通院は自分で行ってもらう。緊急時は連れて行く。昼間の訓練等の支

援の中で、通院について（公共交通機関の利用方法等）訓練を行う。（トポス）

３．報告機関： きらめき

内 容： 病気の夜間の対応についてどうされているか？

・昼間の受診を勧め、極力夜間対応が無いようにしている。（トポス）

・夜間は世話人がいないので、管理者で対応している。（やじろべえ）

その他の意見

・利用者からトイレ、風呂掃除の当番表を作ってやっている。（やじろべえ）

・休日に調理を利用者も一緒にさせている。（トポス、ダゴバ）

・グループホーム内が無人の時（日中）のカギの管理は・・・最後に出た人が施錠している。

11
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天草地域自立支援協議会 地域生活部会 報告

≪取り組み≫

障がい者の方が入院・入所から在宅・グループホーム・アパート等へと地域生活を進めていく動きの

中で、ＧＨ等の空き状況がなかったり、家族の受け入れが困難であったりと地域での受け皿がなく地域

生活できないといった居住の問題、また天草では社会資源も少なくまた社会資源も旧本渡市に集中し、

交通手段も少ないため地域生活に移られた後に施設サービス等利用したくても使えないという移動の

問題があげられてききました。

地域生活部会では居住の問題、移動の問題について取り組んできました。

平成２２年４月２７日 『地域生活部会運営会議』

・居住の問題についてはアパート等の利用について不動産業者の方々との意見交換を検討。

平成２２年５月１７日 『宅建協会会長を訪問、意見交換』

・実態把握の為にアンケート調査を依頼。

平成２２年５月２６日 『地域生活部会運営会議』

・宅建協会に依頼するアンケート内容を検討

・平成２２年度第 1 回地域生活部会の内容を検討。まずは移動支援事業を行っている事業所に集

まって頂き、移動についてどのような問題を抱えているかの実態把握を実施（困っているケー

スなどを事前アンケートとして依頼）。

平成２２年６月１８日 『平成２２年第１回天草地域自立支援協議会地域生活部会』

・事前アンケートをもとに移動に関しての意見交換を行う（各施設等の移動支援の実態、抱えて

いる問題、福祉有償運送など）。

・通所利用者の実態調査を検討。

平成２２年７月８日 『不動産業者へアンケート調査配布』

・４７の事業者へアンケート調査を依頼。

平成２２年８月２６日『地域生活部会運営会議』

・不動産業者へのアンケート集計。（２４事業所より回答がある）

・居住の問題について居住サポート事業という位置づけで取り組んでいくこととする。

平成２２年１０月１３日 『平成２２年第２回天草地域自立支援協議会地域生活部会』

・通所利用者の実態調査（事前アンケート）をもとに意見交換実施。今後移動の問題についてど

う取り組んでいくか検討。



10

平成２２年１２月１日 『地域生活部会運営会議』

・居住サポート事業を進めて行く中でどのような課題があるか、それを踏まえたうえでどのよう

なサポート体制をつくっていくのかを検討。

平成２２年２月２４日 『地域生活部会運営会議』

・天草地域宅建協会訪問事前打ち合わせ。

平成２３年３月１５日 『天草地域宅建協会長訪問』

・居住サポート事業の概要についての説明。

・家賃債務保証制度（高齢者住宅財団）の概要についての説明。

・権利擁護事業（社会福祉協議会）の活用についての説明

・金銭管理の問題（家賃の滞納等）に関する対応の説明。

・アンケート回答

平成２３年４月２２日 『天草地域宅建協会総会参加』

・宅建協会会員の方に居住サポートについての説明、協力依頼。

平成２３年７月 居住サポート事業先進地視察予定

今後の取り組み

居住の問題

・平成２４年４月には居住サポート事業を行えるよう立ち上げに向けて動いていく。

移動の問題

・福祉バスの創設、移動支援事業の制度の見直し等を視野に入れた検討を行っていくこととする。



【概要】
賃貸契約等による一般住宅（※）への入居を希望しているが、保証人がいない等の理由により入居が困難な障害

者に対し、入居に必要な調整等に係る支援を行うとともに、家主等への相談・助言を通じて障害者の地域生活を支

援する。

[補助金]

※「一般住宅」とは、公営住宅及び民間の賃貸住宅（アパート、マンション、一戸建て）のことをいう。

【実施主体】
市町村（共同実施も可能）

（指定相談支援事業者へ委託することができる）

【対象となる障害者】
賃貸契約による一般住宅への入居を希望しているが、保証人がいない等の理由により入居が困難な障害者。

ただし、現にグループホーム等に入居しているものを除く。

【事業の具体的内容】
賃貸契約による一般住宅への入居に当たって支援が必要な障害者について、不動産業者に対する一般住宅のあっせ

ん依頼、障害者と家主等との入居契約手続きにかかる支援、保証人が必要となる場合における調整、家主等に対する

相談・助言、入居後の緊急時における対応等を行う。

（１）入居支援（不動産業者に対する物件あっせん依頼及び家主等との入居契約手続き支援）

※地域において公的保証人制度がある場合には、必要に応じその利用支援を行う。

（２）２４時間支援（夜間を含め、緊急に対応が必要となる場合における相談支援、関係機関との連絡・調整等、必

要な支援を行う。）

（３）居住支援のための関係機関によるサポート体制の調整

利用者の生活上の課題に応じ、関係機関から必要な支援を受けることができるよう調整を行う。

居宅入居等支援事業（居住サポート事業）

３



利 用 者

※一般住宅への入居
が困難な状況にあ
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家 主 等

居住サポート体制図（案）

物
件

就労先企業等

医療機関等
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福祉サービス事業者

保健所・警察

市町村

地域の支援体制

委
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続
的
な
支
援
・
相
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不動産業者等

物
件
の
仲
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物件の斡旋

連 携

物件斡旋の依頼
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録
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援
助

居住サポート事業者
（相談支援事業者等）

【事業内容】
○入居支援
・物件の斡旋依頼・入居契約手続き支援
・家賃債務保証制度の利用手続き支援

○継続的支援
・定期的な相談支援
・２４時間支援（緊急時等の支援）
・地域の支援体制に係る調整（関係機関等との連絡・調整）

要
な
調
整
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天草地域自立支援協議会 児童部会 報告

「強度行動障害を併せ持つ発達障害児の地域支援に関する協議」報告

平成２２年度 第１回 自立支援協議会児童部会 発達障害支援部会会議

平成２２年 １１月 ２５日

場所 熊本県立天草養護学校

参加者 天草市福祉課・上天草市福祉課・苓北町福祉保健課・天草養護学校教諭

ステップｂｙステップ・星光園・相談支援専門員

１ 授業参観

２ 協議検討

（１） 「自立支援協議会 児童部会 発達障害支援部会」の目的

Ｈ22.8.4 に天草地域自立支援協議会 全体会議が開かれ、その中で「今後、発達障がいの

子どもたちの問題が表面化してくると思う。特に強度行動障がいの子どもたちに関しては是

非市町で準備を進めてほしい」との意見が上がりました。

また、Ｈ22.10.26 に天草地域自立支援協議会 定例会が開かれ、その中で「地域の事業所

で受け入れておられる発達障がい児（特に強度行動障がい）の方々に関する事例報告」がな

されました。

よって、天草地域自立支援協議会では、天草圏域の障がい福祉・教育に関わる関係者で、

発達障がいのある就学児に望まれる地域生活を実現する為、天草地域自立支援協議会専

門部会で検討する事としました。

まずは、発達障がい児へ教育の現場で実施されている支援・配慮・教育的取り組みを、福

祉の支援事業所につなぐ事と、福祉の現場（放課後及び長期休業中の生活の場を提供して

いる、又はする予定の事業所及び団体）において、現在及び将来における社会・自立生活の

為の情報及び要望を教育の現場へつなぐ事により、密接な連携体制を構築することを目的と

した。

（２） 自立支援協議会 定例会（Ｈ22.10.26 実施）で報告された事例発表

地域の事業所を利用中、かつ就学齢の事例に関しての報告が３例発表される。

（３） 連携体制の必要性に関しての検討

卒業後、地域の事業所を利用しながら自立した生活を送る為には、その為のスキルを卒業

までに身につけておく必要がある。

地域で利用中の事業所から、地域で生活して行く上で必要と思われるスキルの情報を就

学先に提供するとともに、就学先ですでに身についているスキルを事業所につなぐ為にも両

者の連携は不可欠と思われる。

（４） 連携体制に関しての具体的検討

定期的な情報共有会と協議の場を設定

（５） 今後のスケジュールについて

年度内に再度、本会の目的やあり方の確認と、課題を煮詰める為の日程を決める
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平成２２年度 第２回 自立支援協議会児童部会 発達障害支援部会会議

平成２３年 ３月 １６日

場所 熊本県立天草養護学校

参加者 天草市福祉課・上天草市福祉課・苓北町福祉保健課・天草養護学校教諭

ステップｂｙステップ・星光園・相談支援専門員

協議検討

（１） 事業所からの事例報告および課題提示

クールダウンのスキルを身につける必要がある事と、スケジュールに沿って見通しを持つ事と、

変更に対応する事についてのスキルが必要と思われる。

（２） 天草養護学校から、対応等に関しての教示と今後の課題の共有

具体的に学校で対応できている現在のスキルを提示してもらい、それを事業所と共有する。

（３） 連携体制に関しての具体的検討

卒業後の事も含めて協議する事を共通認識する。

「幼・保、小 移行時において 情報連携共有のために使用されていた“幼・保、小プ

ロフィールシートの改訂に関する協議」報告

自立支援協議会児童部会 幼・保、小連携検討会議

平成２３年１月４日

内容 プロフィールシートの内容に関して再検討を行う

場所 中央保健センター

参加者 天草市教育委員会教育指導課 天草市健康増進課天草中央保健センター

天草市健康増進課天草東保健センター 天草市健康増進課天草西保健センター

天草圏域療育相談員 天草圏域相談支援専門員（第２はまゆう療育園）

議案１ プロフィールシートの内容（改善が必要な箇所）の確認

・項目が多く、記入が難しい

・良いところを伝える項目も必要では

・保護者に中身の確認をきちんとする必要がある

・小学校から幼保にフィードバックが欲しい

議案２ プロフィールシートの改定に向けての具体的協議

・項目をわかりやすい表記に変更

・良い面を記入する項目を追加

・校長会等で移行支援に関して再度説明を

議案３ フィードバック用の様式・活用の手順・統一方法に関して

・今年度は、各学校の方法に任せる
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議案４ 作成元および問い合わせ先に関して

・案１ ２市１町の教育委員会の連名

・案２ 天草地域自立支援協議会

議案５ 上天草市教育委員会、苓北町教育委員会との連携に関して

・相談支援事業所の第２はまゆう療育園が行う

議案６ 改定版について、幼・保・小への通知及び周知に関して

・相談支援事業所の第２はまゆう療育園から、

教育委員会・福祉課に依頼する

議案７ プロフィールシートを触媒として活用することにより幼・保・小の

移行支援及び連携を活性化する小学校内のシステムに関して

・検討課題とする

天草地域自立支援協議会より管内の幼稚園・保育園に、「幼保小連携プロフィールシート」が

改訂された事に関する案内文を送付する。

天草管内の幼稚園・保育園に「自立支援協議会版 幼・保、小連携 プロフィールシート」を配

布すると同時に、変更箇所の説明文を添付する

「平成２２年度 移行支援ネットワーク会議」報告

児童への支援体制が２市１町でそれぞれ異なる為、児童部会もそれぞれ２市1町別々に実施

している

移行支援ネットワーク会議（就学支援）・児童部会における 検討内容

天草市

平成２２年度より、各保健センター地区に分けた よりきめ細かい支援体制になる

場所：市庁舎および教育委員会

平成２２年 ６月 ９日

場所 中央保健センター

・ Ｈ２２年度の移行支援の課題と対策（検討）

.

平成２２年 ６月 １４日

場所 東保健センター

・ Ｈ２２年度移行支援の課題と対策（検討）
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平成２２年 ８月 ５日

場所 西保健センター

・ Ｈ２２年度の移行支援の課題と対策（検討）

平成２２年 ８月 ２３日

場所 東保健センター

・ Ｈ２２年度の移行支援の課題と対策（検討）

・ 連携、検討を求めたい困難ケース

平成２２年 ８月 ３１日

場所 中央保健センター

・ Ｈ２２年度の移行支援の課題と対策（検討）

・ 連携、検討を求めたい困難ケース

平成２２年 １２月 ６日

場所 中央保健センター

・ Ｈ２２年度の移行支援の課題と対策（検討）

・ 連携、検討を求めたい困難ケース

平成２２年 １２月 １４日

場所 東保健センター

・ Ｈ２２年度の移行支援の課題と対策（検討）

・ 連携、検討を求めたい困難ケース

上天草市

場所：松島庁舎教育委員会

平成２２年 ４月 １６日

・ 平成２３度以降の特別に配慮が必要な就学予定児の状況について、および保育園訪問に

よる巡回相談に関して

平成２２年 ７月 １日

・ 保育園訪問巡回相談の実施に伴う状況について、および特別な配慮を希望される就学予

定児の今後の支援状況に関して

平成２３年 ４月 ６日

・ 特別支援校・特別支援クラスを希望されている保護者・児への支援体制に関して

適正就学指導委員会に、就学予定校より情報が上げられるように、また、保護者・児が就学

に関して十分な検討と納得ができるように支援体制の確保する事

・ その他、就学移行支援に関して、保育園・小学校・保護者との連携の進め方に関して

児が個別配慮を求めている事に気づきや希望のある保護者、保育園と小学校との連携を支

援し、よりスムースな就学を保障する為の支援体制確保に関する事
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・ 保育園訪問による子育て力連携体制について

全保育園訪問相談実施の日程調整

苓北町

場所：苓北町役場

平成２２年 ５月 １７日

・ 苓北町の就学支援体制に関して

・ 苓北町の療育支援体制および関係機関の連携等に関して

参加者：

それぞれの会議内容に関係ある機関から参加頂きました

天草市社会福祉課障害福祉係

天草市教育委員会教育指導課

天草市健康増進課天草中央保健センター

天草市健康増進課天草東保健センター

天草市健康増進課天草西保健センター

天草市立子育て支援課

上天草市教育委員会学務課

上天草市保健センター

上天草市家庭児童相談員

苓北町教育委員会

苓北町福祉保健課

熊本県立天草養護学校

天草圏域療育相談員

天草圏域相談支援専門員（第２はまゆう療育園）
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天草地域自立支援協議会 就労部会報告

平成２２年度

【第一回就労部会】平成２２年７月８日

・平成２１年度就労部会報告

・平成２２年度の就労部会取り組みについて

就労部会の進め方を、「一般就労」「福祉的就労」に分けて協議検討していく。

「一般就労」・・・企業への障害者雇用に関するアンケートを実施する。

「福祉的就労」・・・工賃アップのためには何ができるか検討する。

・グループ協議

「一般就労」

アンケート実施の目的の共有。調査対象、調査方法や調査内容等の協議。

「福祉的就労」

工賃アップについて。

【第二回就労部会】平成２２年８月２７日

・企業へのアンケート調査について

過去に実際企業へのアンケート調査を行った、先進地域の調査票を参考に、内容の

協議を行い、天草版に仕上げる作業を行う。

９月中に調査票を仕上げ、次回の部会で最終確認を行うことを確認する。

【第三回就労部会】平成２２年１０月４日

・企業へのアンケート調査について

アンケート調査表の最終確認を行う。又、限られた予算での実施の為、封筒代や

切手代の確認、アンケート実施対象事業所の絞込み作業を行う。

事前に各商工会等にもお願いし、配布方法等アドバイスをいただいていましたので、

参考にさせていただく。

【第四回就労部会】平成２２年１０月２５日

・企業へのアンケート調査について

引き続きアンケート実施対象事業所の絞込みを行い、天草圏域で１０００事業所に

実施することを決定する。（実際には１２３３事業所）

アンケート調査票を１１月第３週中に発送し、１２月３日までに各事業所より回答

していただくよう決定する。

【第五回就労部会】平成２３年３月１１日

・企業へのアンケート調査について

回収したアンケートの集計（別紙２）と分析。

部会メンバーにより、反省等を話し合う。



19

・今後の展開について

アンケート調査結果をさらに分析し天草圏域での課題を抽出。又、企業側への理解を

深めるため、企業向けに障害者雇用制度や障害者特性等の研修会を行っていきたい。

平成２２年度

【第一回天草地域福祉製品販売促進会議】平成２２年４月１３日

・天草市役所販売会について

実施要綱の確認（毎月の開催日確認、販売について等）

・第一回天草地域福祉製品販売会について

実施要綱の確認（タイムスケジュール、販売について等）

【第二回天草地域福祉製品販売促進会議】平成２２年５月７日

・第一回天草地域福祉製品販売会について

販売会後のアンケートを基に各事業所からの意見を言っていただき、今後に生かす。

・天草市花しょうぶ祭り出店について

主催者資料に基づき実施要綱の確認を行う。

・天草市役所販売会について

４月に担当した施設からの報告と、５月の担当施設での打ち合わせ確認を行う。

【第三回天草地域福祉製品販売促進会議】平成２２年７月１３日

・天草市花しょうぶ祭りの反省

販売会後のアンケートを基に各事業所からの意見を言っていただき、今後に生かす。

・天草市役所販売会について

５月に担当した施設からの報告と、６月の担当施設での打ち合わせ確認を行う。

【第四回天草地域福祉製品販売促進会議】平成２２年１２月８日

・天草地域障がい者福祉施設展示・商談会について

２月１日（火）、「障がい者福祉施設等展示・商談会」の打ち合わせ確認を行う。

【第五回天草地域福祉製品販売促進会議】平成２３年１月１３日

・天草地域障がい者福祉施設展示・商談会について

資料により説明（苓南寮・金澤施設長）。意見交換を行う。

【第六回天草地域福祉製品販売促進会議】平成２３年１月２７日

・天草地域障がい者福祉施設展示・商談会について

最終の打ち合わせを行う。

【第七回天草地域福祉製品販売促進会議】平成２３年２月２８日

・天草地域障がい者福祉施設展示・商談会について

展示・商談会で回収したアンケートを基に、反省と今後についての意見交換を行う。
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・今後（２３年度）の取り組みについて

【第八回天草地域福祉製品販売促進会議】平成２３年３月２３日

・平成２３年度の天草市役所販売会ついて

各施設の出店調整等を行う。

・その他の取り組みについて

平成２３年度

【第一回就労部会】平成２３年４月２８日

・平成２３年度の取り組みについて

昨年度、１２３３件の企業に障がい者雇用に関するアンケート調査を実施し、４３２件の回答

があり貴重なご意見をいただきました。アンケートの調査結果を踏まえ、企業側への障がい

者雇用に関する支援制度等の周知、実際雇用していただいている企業の講話をとおして、

企業側から見た障害者雇用を学び、支援機関、福祉施設等の職員も、さらなる支援技術の

向上を目的に「障がい者雇用説明会」開催することを決定する。

・「障がい者雇用説明会」について

説明会の内容等について協議、検討を行う。

【第二回就労部会】平成２３年５月２４日

・「障がい者雇用説明会」について

タイムスケジュール等、詳細について協議。

【第三回就労部会】平成２３年６月３０日

・「障がい者雇用説明会」について

当日の、役割分担等の最終確認を行う。

【第一回障がい者雇用説明会】平成２３年７月７日

・講演「戦力としての障がい者雇用」ババ商店株式会社 馬場氏

・障がいの特性について

・障がい者雇用に関する支援制度について

２７社の参加

平成２３年度

【第一回天草地域福祉製品販売促進会議】平成２３年６月１６日

・「障がい者雇用説明会」時の展示販売会について

７月７日の「障がい者雇用説明会」時の販売について打ち合わせ確認を行う。



農林漁業 52 ５人以下 158 現在雇用している 52
建設業 70 ６～１０人 92 現在雇用していないが、過去に雇用したことがある 48
製造業 42 １１～２０人 85 雇用したことがない 318
電気・ガス・水道業 12 ２１～５５人 50 空白 14
通信・運輸業 19 ５６～２００人 30
卸売・小売業 80 ２０１人以上 6
金融・保険・不動産業 5 空白 11
飲食・宿泊業 20
医療・福祉 27
教育・学習関係 1
サービス業 52
その他（ 52

Ｑ８ その他

雇用したい 86
雇用は考えていない 309
空白 37

①その他
②その他
③その他

希望する 85 案内を希望する 100 Ｑ１１ その他
希望しない 304 案内を希望しない 251

43 80
Ｑ１２ その他

希望する 61
希望しない 326

43 Ｑ１５

可能 40
不可能 246
わからない 146

Ｑ１４ー①

Ｑ３

Ｑ９

Ｑ１３ー①

Ｑ１３－②

Ｑ１４－②

Ｑ４

Ｑ５

知的障がい 15人 9人 6人

雇 用 形 態

常用雇用 パート

障害者雇用に関するアンケート調査

１２３３件の事業所へ依頼 ４３２件回収 回収率３５％

Ｑ２

Ｑ１０

精神障がい 0人 3人 0人

その他

身体障がい 70人 11人 3人



①回収状況
１，２３３件の事業所にアンケート調査を実施しました。回収率３５％でした。

アンケート 件 比率
回収 432 35%
未回収 801 65%
合計 1233 100%

②事業所の職種別
業種別については、卸売・小売業、建設業の順となっています。

業種 件数 比率
農林漁業 52 12%
建設業 70 16%
製造業 42 10%
電気・ガス・水道業 12 3%
通信・運輸業 19 4%
卸売・小売業 80 19%
金融・保険・不動産 5 1%

障がい者雇用アンケート集計結果

農林漁業

12%

教

育・

学習

関係

0%
サービス業

12%
その他

12%

件数

回収, 432

未回

収, 801

金融・保険・不動産 5 1%
飲食・宿泊業 20 5%
医療・福祉 27 6%
教育・学習関係 1 0%
サービス業 52 12%
その他 52 12%

合計 432 100%

③従業員規模

従業員数 事業所数 比率
5人以下 158 37%
6～10人 92 21%
11～20人 85 20%
21～55人 50 12%
56～200人 30 7%
201人以上 6 1%
空白 11 3%

合計 432 100%

建設業

16%

製造業

10%

電気・

ガス・

水道業
3%

通信・運

輸業

4%

卸売・

小売業

19%金融・保険・

不動産業

1%

飲食・

宿泊業

5%

医療・

福祉

6%

12%

5人以

下, 158

6～10人, 92

11～20

人, 85

21～55

人, 50

56～200

人, 30

201人以

上, 6
空白, 11



④障がい者雇用状況

件数 比率
52 12%
48 11%

318 74%
14 3%

432 100%

⑤現在雇用している事業所

合計

雇用状況
現在雇用している
現在雇用していないが、過去に雇用したことがある
雇用したことがない
空白

現在雇用して

いる, 52

現在雇用してい

ないが、過去に

雇用したことが

ある, 48

雇用したことが

ない, 318

空白, 14

常用雇用 パート その他
身体障がい 70 11 3 84
知的障がい 15 9 6 30
精神障がい 0 3 0 3

合計 85 23 9 117

⑥雇用のきっかけ
親戚知人等からの依頼、公共職業安定所からの紹介や働きかけ、社会的貢献の観点からなどの
回答が多かった。

⑦雇用している主な就業業務
就業業務においては、製造・技能、総務・庶務・経理、接客・サービスの順となっています。

業種 件数 比率
製造・技能 32 27%
接客・サービス 18 15%
総務・庶務・経理 20 17%
営業・販売 14 12%
設計・デザイン 0 0%
情報処理 5 4%
運輸・通信 3 3%
建築・土木 11 9%
農林水産 5 4%
その他 9 8%

合計 117 100%

雇 用 形 態（人）
計

製造・技能

29%

接客・サー

ビス

17%

総務・庶

務・経理

18%

営業・販売

13%

設計・デザ

イン

0%

情報処理

5%

運輸・通

信

3%

建築・土木

10%

農林水産

5% 件数



⑧雇用したことがない理由。

１、適した業務がない ２、従業員の増員自体が困難 ３、社内の支援体制が十分でない。
の回答が多かった。

⑨今後の障がい者雇用について

今後の雇用 件数 比率
雇用したい 86 20%
雇用は考えていない 309 72%
無回答 37 9%

合計 432 100%

⑩雇用したい理由

雇用したい

20%

雇用は考え

ていない

71%

無回答

9%

社会貢献のためや事業所内の意識の向上という回答が多かった。

⑪雇用する場合の職種

製造・技能、総務・庶務・経理、接客・サービスという回答が多かった

⑫雇用を考えていない理由

本人の能力や適性応じた業務がない、従業員の増員自体が困難などの回答が多かった。

⑬障がい者の雇用についての不安や課題

本人の能力や適性、どのような支援や配慮、適した業務があるかなどの回答が多かった。

⑭雇用を考えていない理由

適した業務がない、従業員の増員自体が困難 社内の支援体制が十分でない
の回答が多かった。



⑮今後の障がい者雇用拡大に必要なサポート

人数 比率
154 16%
116 12%
169 17%
156 16%
92 9%
66 7%
50 5%
92 9%
90 9%

985 100%

サポート
障がい者の能力、適性に関する情報提供
入社後の教育、研修の代行
賃金等、人件費に関する助成制度の充実
施設、設備の整備等、職場環境に関する助成

合計
関係機関による定期的な職場訪問(職場適応・定着指導）

業務をサポートする者の派遣等の人的支援
各種相談窓口の設置
研修会の開催や雇用管理マニュアルの提供
障がい者の能力向上のための職業訓練の充実

障がい者の能力、適

性に関する情報提

供, 16%

研修会の開催や雇用

管理マニュアルの提

障がい者の能力

向上のための職

業訓練の充

実, 9%

関係機関に

よる定期的な

職場訪問(職

場適応・定着

指導）, 9%

⑯その他
・障がい者の職場実習の受入れ状況 受入れ状況 件数

可能 40
不可能 246
わからない 84

・障がい者福祉施設での各種製品の製造・販売や役務の提供の
購入及び利用の希望状況 希望状況 件数

希望 101
希望しない 251

入社後の教育、

研修の代行, 12%

賃金等、人件費に関

する助成制度の充

実, 17%

施設、設備の整備

等、職場環境に関す

る助成, 16%

業務をサポートする

者の派遣等の人的支

援, 9%

各種相談窓口の設

置, 7%

管理マニュアルの提

供, 5%
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（２）天草地域自立支援協議会ホームページの開設について

天草地域自立支援協議会ホームページの管理・運営に関する規約（案）

【目的】

第１条 このホームページは、天草地域自立支援協議会（以下「協議会」という。）の活動

内容の情報を発信し、関係機関・団体間の情報の共有化を図りもって天草地域の障がい

者（児）の福祉の増進に寄与することを目的とする。

【管理・運営】

第２条 このホームページの管理・運営については、協議会の運営会議において行うこと

とし、掲載内容の更新は、運営会議で協議検討の上随時実施する。

【掲載内容】

第３条 このホームページに掲載する内容は次のとおりとし、特定の機関・団体・障がい

者（児）の利益又は不利益となる事項については、掲載しない。

① 協議会、定例会、専門部会に関する取組について

② 天草地域内での、障がい者（児）に関する取組（イベント、研修会等）について

③ 天草地域内での、障がい者（児）に関係する機関団体の情報について

【費用の負担】

第４条 このホームページに係る費用については、協議会の会計から支出する。

【委任】

第５条 この規約に定めるもののほか、ホームページの運営に関し必要な事項は、協議会

の全体会に諮って定める。

附 則

この規約は、平成２３年７月２０日から施行する。
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